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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

72

44

柏の景気情報（ ２０１９年５月分 ）

建　　　設 20
14
24

○ 調 査 期 間　　 ：　　２０１９年５月２７日　～　２０１９年６月９日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１５６事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
45.5%
42.4%

回答数
46.2%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １増加他の回答割合 － ３減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

54.5%

▲25＞DI

35 14 40.0%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0



２０１８年 ２０１９年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 12.8 ▲ 19.7 ▲ 24.3 ▲ 17.8 ▲ 18.5 ▲ 22.2 ▲ 6.9 ( ▲ 18.5 )

建　　　 設 ▲ 21.0 ▲ 23.5 ▲ 33.3 ▲ 14.2 ▲ 26.3 ▲ 10.0 △ 5.0 ( ▲ 21.0 )

製　　　 造 ±0.0 ▲ 20.0 ±0.0 ▲ 12.5 △ 6.6 ▲ 14.2 ±0.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 30.0 ▲ 26.9 ▲ 33.3 ▲ 30.4 ▲ 32.0 ▲ 45.8 ▲ 20.8 ( ▲ 28.0 )

サ ー ビ ス △ 6.2 ±0.0 ▲ 23.0 ▲ 7.6 ▲ 9.0 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ( ▲ 18.1 )

２０１９年５月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【２０１９年５月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．９（前月水準▲１８．５）
となり、マイナス幅が１１．６ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業△５．０(同
▲２１．０)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲７．１(同
▲１８．１)、卸小売業▲２０．８(同▲２８．０)である。変らない見通しの業種は、製造業±０．０(同±
０．０)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲１０．０
(同▲２６．３)、サービス業▲７．１(同▲９．０)である。プラスからマイナスに転じた業種は、製造業▲
１４．２(同△６．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲４５．８(同▲３２．０)である。

○

○

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．２（前月水準▲１８．５)となり、
マイナス幅が３．７ポイント拡大した。
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２０１９年５月の業況ＤＩ値の推移
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,○

２０１８年 ２０１９年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 8.5 ▲ 5.6 ▲ 21.6 ▲ 12.3 ▲ 21.4 ▲ 23.6 ▲ 5.5 ( ▲ 7.1 )

建　　　 設 ▲ 26.3 ▲ 47.0 ▲ 28.5 ▲ 19.0 ▲ 26.3 ▲ 15.0 △ 5.0 ( ▲ 5.2 )

製　　　 造 ▲ 6.6 △ 6.6 ±0.0 △ 31.2 ▲ 6.6 ▲ 21.4 △ 7.1 ( ▲ 6.6 )

卸 ・ 小売 ▲ 20.0 ▲ 3.8 ▲ 33.3 ▲ 39.1 ▲ 36.0 ▲ 45.8 ▲ 16.6 ( ▲ 20.0 )

サ ー ビ ス △ 25.0 △ 30.7 ▲ 15.3 ▲ 7.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 14.2 ( △ 18.1 )

先行き見通し

　　２０１９年５月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲１５．０(同▲２６．３)であ
る。変らない業種は、サービス業±０．０(同±０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大
きい順に、製造業▲２１．４(同▲６．６)、卸小売業▲４５．８(同▲３６．０)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５．５（前月水準▲７．１）と
なり、マイナス幅が１．６ポイント縮小する見通しである。

○

【２０１９年５月の売上についての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２３．６（前月水準▲２１．４）となり、
マイナス幅が２．２ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、幅の大きい順に、
製造業△７．１(同▲６．６)、建設業△５．０（同▲５．２）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種
は、卸小売業▲１６．６(同▲２０．０)である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、サービス
業▲１４．２(同△１８．１)である。
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２０１８年 ２０１９年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 18.5 ▲ 16.9 ▲ 32.4 ▲ 27.3 ▲ 27.1 ▲ 25.0 ▲ 12.5 ( ▲ 15.7 )

建　　　 設 ▲ 26.3 ▲ 41.1 ▲ 33.3 ▲ 23.8 ▲ 31.5 ▲ 15.0 △ 5.0 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 6.2 ▲ 12.5 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ±0.0 ( ▲ 13.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 35.0 ▲ 11.5 ▲ 41.6 ▲ 39.1 ▲ 28.0 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ( ▲ 24.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 ▲ 46.1 ▲ 30.7 ▲ 36.3 ▲ 7.1 ▲ 28.5 ( ±0.0 )

【２０１９年５月の採算についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２５．０（前月水準▲２７．１）となり、
マイナス幅は２．１ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲
７．１(同▲３６．３)、建設業▲１５．０(同▲３１．５)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大き
い順に、卸小売業▲５０．０(同▲２８．０)、製造業▲１４．２(同▲１３．３)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．５（前月水準▲１５．
７）であり、マイナス幅が３．２ポイント縮小する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業△５．０(同
▲１５．７)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業±０．０(同▲１３．３)である。マイ
ナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲２８．５(同±０．０)、卸小売業
▲２５．０(同▲２４．０)である。

先行き見通し

　　２０１９年５月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

２０１８年 ２０１９年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 31.4 ▲ 29.5 ▲ 29.7 ▲ 42.4 ▲ 35.7 ▲ 38.8 ▲ 29.1 ( ▲ 24.2 )

建　　　 設 ▲ 36.8 ▲ 23.5 ▲ 33.3 ▲ 38.0 ▲ 31.5 ▲ 35.0 ▲ 30.0 ( ▲ 21.0 )

製　　　 造 ▲ 40.0 ▲ 53.3 ▲ 31.2 ▲ 50.0 ▲ 53.3 ▲ 50.0 ▲ 21.4 ( ▲ 20.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 25.0 ▲ 19.2 ▲ 29.1 ▲ 39.1 ▲ 28.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0 ( ▲ 32.0 )

サ ー ビ ス ▲ 25.0 ▲ 30.7 ▲ 23.0 ▲ 46.1 ▲ 36.3 ▲ 42.8 ▲ 42.8 ( ▲ 18.1 )

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２９．１（前月水準▲２４．
２）となり、マイナス幅が４．９ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２５．０(同▲
３２．０)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲４２．８(同
▲１８．１)、建設業▲３０．０(同▲２１．０)、製造業▲２１．４(同▲２０．０)である。

先行き見通し

【２０１９年５月の仕入単価についての状況】

○ ５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３８．８（前月水準▲３５．７）となり、
マイナス幅が３．１ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲５０．０(同▲５３．３)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲４２．８(同▲３６．３)、卸小売業
▲３３．３(同▲２８．０)、建設業▲３５．０(同▲３１．５)である。

　　２０１９年５月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

２０１８年 ２０１９年

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 △ 22.8 △ 29.5 △ 28.3 △ 28.7 △ 27.1 △ 23.6 △ 26.3 ( △ 25.7 )

建　　　 設 △ 21.0 △ 23.5 △ 28.5 △ 28.5 △ 31.5 △ 30.0 △ 35.0 ( △ 36.8 )

製　　　 造 △ 26.6 △ 33.3 △ 31.2 △ 31.2 △ 33.3 △ 14.2 △ 28.5 ( △ 26.6 )

卸 ・ 小売 △ 20.0 △ 38.4 △ 29.1 △ 34.7 △ 16.0 △ 25.0 △ 16.6 ( △ 12.0 )

サ ー ビ ス △ 25.0 △ 15.3 △ 23.0 △ 15.3 △ 36.3 △ 21.4 △ 28.5 ( △ 36.3 )

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、△２６．３（前月水準△２５．
７）となり、プラス幅が０．６ポイント拡大する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売
業△１６．６(同△１２．０)、製造業△２８．５(同△２６．６)である。プラス幅が縮小する見通しの業種
は、幅の大きい順に、サービス業△２８．５(同△３６．３)、建設業△３５．０(同△３６．８)である。

　　２０１９年５月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２３．６（前月水準△２７．１）となり、
プラス幅が３．５ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、卸小売業△２５．０(同△１６．０)であ
る。プラス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業△１４．２(同△３３．３)、サービス業△２
１．４(同△３６．３)、建設業△３０．０(同△３１．５)である。

【２０１９年５月の従業員についての状況】

○
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２０１８年 ２０１９年
１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月～８月 ( ５月～７月 )

全　産　業 ▲ 7.1 ▲ 4.2 ▲ 12.1 ▲ 12.3 ▲ 10.0 ▲ 16.6 ▲ 6.9 ( ▲ 12.8 )

建　　　 設 ▲ 5.2 ▲ 5.8 ▲ 14.2 ▲ 4.7 ▲ 15.7 ▲ 10.0 △ 10.0 ( ▲ 5.2 )

製　　　 造 ±0.0 ±0.0 △ 6.2 ±0.0 △ 20.0 ±0.0 ±0.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 20.0 ▲ 7.6 ▲ 25.0 ▲ 26.0 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 20.8 ( ▲ 28.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 ▲ 7.6 ▲ 15.3 ▲ 18.1 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ( ▲ 9.0 )
　

先行き見通し

２０１９年５月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【２０１９年５月の資金繰りについての状況】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．６（前月水準▲１０．０）となり、
マイナス幅が６．６ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲１０．０
(同▲１５．７)、サービス業▲１４．２(同▲１８．１)である。プラス幅が縮小した業種は、製造業±０．
０(同△２０．０)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲３３．３(同▲２０．０)である。

向こう３ヶ月（６月から８月）の先行き見通しについては、全産業では、▲６．９（前月水準▲１２．８）
となり、マイナス幅が５．９ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業△１０．０(同
▲５．２)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２０．８(同▲２８．０)である。変
らない見通しの業種は、製造業±０．０(同±０．０)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、
サービス業▲１４．２(同▲９．０)である。

○

○
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ＤＩ値

月別

２０１９年５月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 ２０１９年５月の資金繰り

５月



全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１２月 ▲ 12.8 ▲ 21.0 ±0.0 ▲ 30.0 △ 6.2

１月 ▲ 19.7 ▲ 23.5 ▲ 20.0 ▲ 26.9 ±0.0
２月 ▲ 24.3 ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 33.3 ▲ 23.0
３月 ▲ 17.8 ▲ 14.2 ▲ 12.5 ▲ 30.4 ▲ 7.6
４月 ▲ 18.5 ▲ 26.3 △ 6.6 ▲ 32.0 ▲ 9.0
５月 ▲ 22.2 ▲ 10.0 ▲ 14.2 ▲ 45.8 ▲ 7.1

見通し ▲ 6.9 △ 5.0 ±0.0 ▲ 20.8 ▲ 7.1
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

「消費税増税前にしては静かすぎ。後が心配」（職別工事業）、「消費増税に関連した消費動向は現時点ではほとんど見られない。
今後９月までは増税前の消費動向を見越した仕掛けにより売上高増加見込み」（百貨店）、「消費税増税に対する身構えは投資より
蓄財に走る傾向」（投資顧問）、「消費税が上がる前に設備投資したいのだが、大きな買い物は避けたい気分だ」（印刷業）との声が
寄せられた。

【卸小売業】からは、「天候不順により品揃えが大変難しかった。春、夏の切替もなかなかうまくいかず微減が続いてい
る」（婦人・子供服小売業）、「母の日は定番のプレゼントというより「コト」に移る傾向が増加。令和関連が好調」（各種商
品小売業）、「母の日は昨年より売上減」（菓子・パン小売業）、「４、５月の長期で見ると不変だが、先行きは不安が沢山
ある。暖冬の影響で農作物の生育が悪く、作量に不安」（食料・飲料卸売業）、「新規店舗オープンし順調に推移」（各種
商品小売業）、「母の日は良かった。人不足は相変わらず」（菓子・パン小売業）などのコメントが寄せられた。

.

◎消費増税

.

【サービス業】からは、「生活防衛の為に金額の安価な戸建てやマンションの取引は活況。また、高齢者の資産売却の
引き合いが増加。法人の倉庫等の問い合わせも多くなっている」（不動産管理業）、「新しいインフォメーションセンター
のコンセプトが分からない。単純に観光案内所ではいけないのか」（不動産賃貸業）、「今に始まった事ではないが、賃
貸業におけるサブリース契約の不利益や、一部大手建設会社による建物の手抜き、不法工事の報道にこの業界のモ
ラルの低さを感じる」（不動産賃貸・管理業）、「人手不足は慢性化しているが、生産性向上を狙うと誰でも良いわけでは
なく難しい」（ソフトウェア業）、「日米選挙期間に入る年、大きく沈む株価も再度出直すだろう。第４次産業革命の波動、
ＡＩ、ＩＯＴが核となる世界に乗り遅れることなきを願う。国内景気は袋小路に入った感じ。少子高齢化の激変に先駆する
経営感覚が企業を救う」（投資顧問）などのコメントが寄せられた。

「長期休暇により稼働日数が減り売上減少。休み明け直後の動きは良かったが、中旬より急な暑さもあって停滞した」（一般産業用
機械・装置製造業）、「ＧＷの人の流れが読み切れず、例年通りではなくチャンスロス発生」（各種商品小売業）、「ＧＷ明けの落ち込
みが例年より増」（菓子・パン小売業）、「ＧＷ期間中、思うように売れていないようで、ＧＷ明けてからの注文が昨年より減少」（食料・
飲料卸売業）、「大型１０連休明けの消費動向は、例年に比べ著しく鈍化。大型連休での支出が影響したものと考える。集客の伸び
は維持しているものの、松戸伊勢丹閉店から１年が経過し売上はわずかに前年割れ」（百貨店）、「ＧＷ中の売上は予想より良かっ
たが、連休後の売上が減少」（日本料理）、「連休が１０日間あった為に来客数は減少」（不動産管理業）との声が寄せられた。

◎大型連休の影響

【製造業】からは、「景況の下向は２０１１年から続いている。この変化に応じた策はまだ見えない。働き方改革は生き方
改革なのか考える」（印刷業）、「ハローワークに求人を出すとベトナム人の問い合わせばかり」（自動車付属品製造業）
などのコメントが寄せられた。

【２０１９年５月の調査結果のポイント】

５月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．２（前月水準▲１８．５)となり、マイナス
幅が３．７ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲１０．０(同▲２
６．３)、サービス業▲７．１(同▲９．０)である。プラスからマイナスに転じた業種は、製造業▲１４．２(同△
６．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、卸小売業▲４５．８(同▲３２．０)である。

○

≪全産業況ＤＩは悪化。先行きは全産業で改善の見通し≫

【建設業】からは、「財布の紐は固いが、共働きが増え、夫婦間での家事の分担、軽減等を理由にプチ贅沢品へは財布
の紐が緩む傾向がある」（一般土木建築工事業）、「改元による影響を全く受けることなく売上増加。世の中のシステム
関係者の方々に感謝！」（畳店製造小売業）、「景気上昇の実感はあまり無いが期待感あり。今までの状況から脱出で
きそうだ」（電気工事業）、「働き方改革で今後は仕事量、賃金が減少」（職別工事業）、「大型連休、休日の作業禁止、
天候により稼働日数が減り大幅な売上減。材料等の仕入価格は落ち着いたものの、前年より施工単価の下落が続き、
材料の単価を下げるよう仕入先に交渉中。前年から不況感があり、得意先、外注先に根回ししていたつもりだったが、
業況の悪化は想像以上」（職別工事業）などのコメントが寄せられた。



【ＤＩ値集計表】

前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 23.6 ▲ 5.5 ▲ 25.0 ▲ 12.5 ▲ 38.8 ▲ 29.1 △ 23.6 △ 26.3
建　　　設 ▲ 15.0 △ 5.0 ▲ 15.0 △ 5.0 ▲ 35.0 ▲ 30.0 △ 30.0 △ 35.0
製　　　造 ▲ 21.4 △ 7.1 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 50.0 ▲ 21.4 △ 14.2 △ 28.5
卸 ・小売 ▲ 45.8 ▲ 16.6 ▲ 50.0 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 25.0 △ 25.0 △ 16.6
サービス ±0.0 ▲ 14.2 ▲ 7.1 ▲ 28.5 ▲ 42.8 ▲ 42.8 △ 21.4 △ 28.5

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 22.2 ▲ 6.9 ▲ 16.6 ▲ 6.9
建　　　設 ▲ 10.0 △ 5.0 ▲ 10.0 △ 10.0
製　　　造 ▲ 14.2 ±0.0 ±0.0 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 45.8 ▲ 20.8 ▲ 33.3 ▲ 20.8
サービス ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 14.2 ▲ 14.2

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価



【２０１９年５月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種
財布の紐は厳しいが、共働きが増え夫婦間での家事の分担、軽減等を理由にプレミ
アム消費（プチ贅沢品）へは財布の紐が緩む傾向があるようだ。

消費動向
プチ贅沢品

一般土木建築工事業

改元による影響を全く受けることなく売上は増加。世の中のシステム関係者の方々に
感謝！

改元の影響
売上増加

畳店製造小売業

景気上昇の実感はあまり無いが期待感はある。今までの状況から脱出できそうだ。
先行き期待感あり 電気工事業

働き方改革で今後は仕事量、賃金が減少。消費税増税前にしては静かすぎ。後が心
配。

働き方改革の影響
消費税増税

職別工事業

大型連休、休日の作業禁止、天候により稼働日数が減り大幅な売上減となった。前
年より施工単価の下落が続き、材料等の仕入価格は落ち着いたものの、施工単価が
下がり続けている為、材料の単価を下げるように仕入先に交渉中。前年より不況感が
あり、得意先、外注先根回ししていたつもりだったが、業況の悪化は想像以上。

売上減少
施工単価下落

業況悪化
職別工事業

長期休暇により稼働日数が減り売上減少。休み明け直後は動きが良かったが、中旬
より急な暑さもあって停滞した。 大型連休の影響 一般産業用機械・装置製造業

景況の下向は2011年から続いている。この変化に応じた策はまだ見えてこない。働き
方改革は生き方改革なのか考える。

景況感悪化
働き方改革

印刷業

ハローワークに求人を出すとベトナム人の問い合わせばかり来てしまう。 人手不足 自動車付属品製造業

消費税が上がる前に設備投資はしたいのだが、大きな買い物は避けたい気分だ。 消費税増税 印刷業

天候不順により品揃えが大変難しかった。春、夏の切替もなかなかうまくいかず微減
が続いている。 天候の影響 婦人・子供服小売業

GWの人の流れが読み切れず、例年通りではなくチャンスロス発生。母の日は定番の
プレゼントというより「コト」に移る傾向が増加。令和関連が好調。

大型連休の影響
改元の影響

各種商品小売業

５、６、７月は例年と変化なし。 業況安定 書籍・文房具小売業

GW明けの落ち込みが例年より増。母の日も昨年より売上減。 大型連休の影響 菓子・パン小売業

GW期間中、思うように売れていないようでGW明けてからの注文が昨年を割ってい
た。４、５月の長期で見ると不変であったが、先行きは不安が沢山ある。農作物も暖冬
の影響で生育が悪く、作量に不安を感じる。

大型連休の影響
先行き不安
天候の影響

食料・飲料卸売業

新規店舗オープンし順調に推移。 売上順調 各種商品小売業

5月は大型１０連休明けの消費動向は例年に比べ、著しく著しく鈍化した。大型連休で
の支出が影響したものと考える。集客の伸び（前年比+２.０）は維持しているものの、
松戸伊勢丹閉店から１年が経過し売上はわずかに前年割れ（前年比△０.６）。消費増
税に関連した消費動向は現時点ではほとんど見られない。今後９月までは増税前の
消費動向を見越した仕掛けにより売上高増加見込み。

大型連休の影響
消費増税の影響

百貨店

母の日は良かった。人不足は相変わらず。 人手不足 菓子・パン小売業

GWの長期連休中の売上は予想より良かったが、連休後の売上が減少。 大型連休の影響 日本料理

連休が10日間あった為に来客数は減少。生活防衛の為に、金額の安価な戸建てや
マンションの取引は活況。また、高齢者の資産売却の引き合いが増えている。法人の
倉庫等の問い合わせも多い。

大型連休の影響 不動産管理業

新しいインフォメーションセンターのコンセプトが分からない。単純に観光案内所では
いけないのか。 インフォメーションセンター 不動産賃貸業

今に始まった事ではないが、賃貸業におけるサブリース契約の不利益や、一部大手
建設会社による建物の手抜き、不法工事の報道にこの業界のモラルの低さを感じ
る。

不動産業界のモラル 不動産賃貸・管理業

人手不足は慢性化しているが、生産性向上を狙うと誰でも良いわけではなく、難しい。
人手不足 ソフトウェア業

トランプ政権「米国第一主義」の中国政策、知的財産権の窃取、技術移転、中国政策
２５補助金、国有企業の優遇措置等、解決は予断を辞さない。日米選挙期間に入る
年、大きく沈む株価も再度出直すだろう。第４次産業革命の波動、AI、IOTが核となる
世界に乗り遅れることなきを願う。国内景気も袋小路に入った感じ。消費税増税に対
する身構えは投資より蓄財に走る傾向。少子高齢化の激変に先駆する経営感覚が
企業を救う。株式は６月以降厳しい局面があるも、来年度のオリンピック、米国選挙の
年大きなチャンスが訪れる。第４次革命企業で素晴らしい株式市場期待。一手先を読
む経営に。消費税増税は延期（個人感）。

消費税増税 投資顧問

製造業

サービス業

建設

卸小売業



「長期休暇により稼働日数が減り売上減少。休み明け直後の動きは良
かったが、中旬より急な暑さもあって停滞した」（一般産業用機械・装置
製造業）、「ＧＷの人の流れが読み切れず、例年通りではなくチャンスロ
ス発生」（各種商品小売業）、「ＧＷ明けの落ち込みが例年より増」（菓
子・パン小売業）、「ＧＷ期間中、思うように売れていないようで、ＧＷ明
けてからの注文が昨年より減少」（食料・飲料卸売業）、「大型１０連休明
けの消費動向は、例年に比べ著しく鈍化。大型連休での支出が影響した
ものと考える。集客の伸びは維持しているものの、松戸伊勢丹閉店から
１年が経過し売上はわずかに前年割れ」（百貨店）、「ＧＷ中の売上は予
想より良かったが、連休後の売上が減少」（日本料理）、「連休が１０日間
あった為に来客数は減少」（不動産管理業）との声が寄せられた。

「消費税増税前にしては静かすぎ。後が心配」（職別工事業）、「消費増
税に関連した消費動向は現時点ではほとんど見られない。今後９月まで
は増税前の消費動向を見越した仕掛けにより売上高増加見込み」（百貨
店）、「消費税増税に対する身構えは投資より蓄財に走る傾向」（投資顧
問）、「消費税が上がる前に設備投資したいのだが、大きな買い物は避
けたい気分だ」（印刷業）との声が寄せられた。

.
.

◎消費増税

◎大型連休の影響



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△２３．６に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２５．
１で柏の方がプラス幅が１．５ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、卸小売業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設
業、製造業、サービス業であり、サービス業は１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１６．６に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲８．７
で柏の方がマイナス幅が７．９ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設
業、卸小売業、サービス業であり、卸小売業、サービス業は１０ポイント以
上悪い。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲２５．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１７．
４で柏の方がマイナス幅が７．６ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、サービス業である。「柏の景気」の方
が悪い業種は、卸小売業であり、１０ポイント以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲３８．８に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲４３．
４で柏の方がマイナス幅が４．６ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、卸小売業であり、建設業は１０ポイント以上
良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、サービス業である。

２０１９年５月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２２．２に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１７．
１で柏の方がマイナス幅が５．１ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設
業、卸小売業、サービス業であり、卸小売業は１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．６に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１０．
１で柏の方がマイナス幅が１３．５ポイント大きい。業種別では、「柏の景
気」の方が良い業種は、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い業種
は、建設業、製造業、卸小売業であり、製造業、卸小売業は１０ポイント以
上悪い。



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.2 ▲ 10.0 ▲ 14.2 ▲ 45.8 ▲ 7.1

▲ 17.1 ▲ 7.7 ▲ 22.3 ▲ 29.4 ▲ 6.7

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 23.6 ▲ 15.0 ▲ 21.4 ▲ 45.8 ±0.0

▲ 10.1 ▲ 5.4 ▲ 9.2 ▲ 26.0 ▲ 0.6

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.0 ▲ 15.0 ▲ 14.2 ▲ 50.0 ▲ 7.1

▲ 17.4 ▲ 15.7 ▲ 20.1 ▲ 28.4 ▲ 8.5

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 38.8 ▲ 35.0 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 42.8

▲ 43.4 ▲ 46.6 ▲ 48.6 ▲ 37.1 ▲ 41.0

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 23.6  30.0  14.2  25.0  21.4

25.1 37.7 15.1 22.2 32.2

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.6 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 33.3 ▲ 14.2

▲ 8.7 ▲ 5.4 ▲ 8.6 ▲ 14.9 ▲ 4.2

柏の景気

２０１９年５月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 3 調査期間：2019年5月16日～22日 
 
調査対象：全国の337商工会議所が2657企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（５月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
横
ば
い
続
く
。

先
行
き
は
、
不
透
明
感
強
く
、
慎

重
な
見
方
変
わ
ら
ず 

 

５
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
１
７
．
１
と
、
前
月

か
ら
▲
０
．
４
ポ
イ
ン
ト
の
悪

化
。
１
０
連
休
と
な
っ
た
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
好
調
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
が

全
体
を
牽
引
し
た
ほ
か
、
堅
調
な

改
元
商
戦
の
恩
恵
に
よ
り
、
宿

泊
・
飲
食
業
や
観
光
関
連
業
を
中

心
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業

の
業
況
感
が
改
善
し
た
。
他
方
、

半
導
体
や
産
業
用
機
械
、
自
動
車

関
連
の
不
振
が
続
い
て
い
る
ほ

か
、
１
０
連
休
に
よ
り
営
業
日
が

減
少
し
た
建
設
業
の
売
上
が
悪

化
し
た
。
深
刻
な
人
手
不
足
の
影

響
拡
大
や
根
強
い
消
費
者
の
節

約
志
向
、
原
材
料
費
の
高
止
ま
り

が
依
然
と
し
て
中
小
企
業
の
足

か
せ
と
な
っ
て
お
り
、
業
況
改
善

に
向
け
た
動
き
は
力
強
さ
を
欠

く
。 先

行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
９
．
６
（
今

月
比
▲
２
．
５
ポ
イ
ン
ト
）
と
悪

化
を
見
込
む
。
個
人
消
費
の
拡
大

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光

需
要
拡
大
へ
の
期
待
感
が
う
か

が
え
る
。
他
方
、
人
手
不
足
の
影

響
の
深
刻
化
や
、
原
油
価
格
を
含

む
原
材
料
費
の
上
昇
、
コ
ス
ト
増

加
分
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ
、
貿
易

摩
擦
の
激
化
、
世
界
経
済
の
動

向
、
消
費
増
税
の
影
響
な
ど
不
透

明
感
が
増
す
中
、
中
小
企
業
に
お

い
て
は
、
先
行
き
へ
の
慎
重
な
見

方
が
続
く
。 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。 

 
産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設

業
、
製
造
業
で
悪
化
、
卸
売
業
が

ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
の
他
の
２
業
種

で
改
善
し
た
。
各
業
種
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
特
徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は

以
下
の
と
お
り
。 

 

【
建
設
業
】「
案
件
は
あ
る
も

の
の
、
職
人
な
ど
の
人
手
不
足
は

深
刻
で
あ
り
、
受
注
し
き
れ
な

い
。
原
材
料
の
仕
入
価
格
も
上
昇

し
て
お
り
、
収
益
の
確
保
に
苦
戦

し
て
い
る
」（
内
装
工
事
業
）、「
民

間
の
大
型
工
事
を
受
注
で
き
、
売

上
は
堅
調
。
人
手
不
足
は
相
変
わ

ら
ず
だ
が
、
時
間
外
労
働
の
抑
制

や
定
年
の
延
長
な
ど
の
働
き
方
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
」（
一
般
工

事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
半
導
体
製
造
装
置

や
工
作
機
械
部
品
の
需
要
が
低

迷
。
新
製
品
を
受
注
し
た
い
が
、
残

業
時
間
の
上
限
規
制
や
人
手
不
足

の
影
響
は
大
き
く
、
踏
み
出
せ
な

い
」（
金
属
製
品
製
造
業
）、「
改
元

の
祝
賀
ム
ー
ド
も
あ
り
、
連
休
は

例
年
以
上
の
繁
忙
期
と
な
り
売
上

が
大
き
く
増
加
し
た
。
総
菜
や
弁

当
に
加
え
、
帰
省
客
の
土
産
需
要

も
追
い
風
だ
っ
た
」（
食
料
品
製
造

業
） 

 

【
卸
売
業
】「
花
見
シ
ー
ズ
ン
と

１
０
連
休
が
続
い
た
た
め
、
観
光

地
を
中
心
に
引
き
合
い
は
好
調

で
、
売
上
は
順
調
に
伸
び
た
。
一
方

で
、
運
送
費
の
上
昇
に
加
え
、
消
費

増
税
や
新
た
な
食
品
衛
生
管
理
制

度
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
導
入
に
向
け
た

対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
負
担
も

大
き
く
収
益
が
な
か
な
か
改
善
し

な
い
」（
飲
食
料
品
卸
売
業
）、「
連

休
中
は
気
温
の
低
い
日
が
あ
り
、

期
待
し
て
い
た
ほ
ど
春
夏
物
の
売

上
は
伸
び
な
か
っ
た
。
冬
物
か
ら

不
振
を
引
き
ず
っ
て
い
る
が
、
今

後
に
期
待
し
て
い
る
」（
繊
維
品
卸

売
業
） 

 
【
小
売
業
】「
衣
料
品
の
不
振

は
続
い
て
い
る
も
の
の
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
来
店
が
多
く
、
売
上
は

増
加
し
た
。
化
粧
品
や
高
額
品
の

売
れ
行
き
が
良
く
、
１
０
連
休
も

好
材
料
と
な
っ
た
」（
百
貨
店
）、

「
消
費
者
の
節
約
志
向
は
強
く
、

客
単
価
は
下
が
っ
て
い
る
。
一
方

で
改
元
に
伴
い
、
新
元
号
の
『
令

和
』
と
い
う
文
字
を
入
れ
た
和
菓

子
を
売
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
好
調

な
売
れ
行
き
だ
っ
た
」（
食
料
品

小
売
業
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
初
の
１
０

連
休
と
な
っ
た
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
対
応
に
不
安

が
あ
っ
た
が
、
来
店
客
数
は
大
幅

に
増
加
し
、
嬉
し
い
悲
鳴
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
連
休
中
は
十
分
な

従
業
員
数
を
確
保
で
き
ず
、
対
応

し
き
れ
な
い
客
も
出
て
し
ま
っ

た
」（
飲
食
業
）、「
改
元
に
際
し

て
は
、
シ
ス
テ
ム
障
害
な
ど
特
に

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
ず
、
無

事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
１

０
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
の
依

頼
も
多
く
、
今
後
の
対
応
を
急
ぎ

た
い
」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
） 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
１２月 ▲ 15.7 ▲  8.1 ▲  9.7 ▲ 17.1 ▲ 31.6 ▲ 12.4 

１月 ▲ 16.0 ▲  6.3 ▲ 12.0 ▲ 17.9 ▲ 36.3 ▲  8.6 

２月 ▲ 18.1 ▲  8.5 ▲ 12.2 ▲ 23.1 ▲ 32.4 ▲ 15.6 

３月 ▲ 16.9 ▲  5.8 ▲ 16.6 ▲ 22.4 ▲ 29.5 ▲ 11.7 

４月 ▲ 16.7 ▲  3.9 ▲ 18.3 ▲ 20.5 ▲ 33.9 ▲  7.9 

５月 ▲ 17.1 ▲  7.7 ▲ 22.3 ▲ 19.8 ▲ 29.4 ▲  6.7 

見通し ▲ 19.6 ▲ 11.8 ▲ 22.5 ▲ 24.3 ▲ 29.4 ▲ 11.6 

 



 調査期間 : 2019年5月27日～6月9日 
 
調査対象：柏市内156事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数72件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（５月の調査結果のポイント） 

柏 

市 

の 

業 

況 

全
産
業
況
Ｄ
Ｉ
は
悪
化
。
不

透
明
感
残
る
も
、
先
行
き
は
改

善
の
見
通
し 

 

５
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(

前
年
同
月
比
ベ
ー
ス
、
以
下

同
じ)
は
、
▲
２
２
．
２
（
前
月
水

準
▲
１
８
．
５)

と
な
り
、
マ
イ
ナ

ス
幅
が
３
．
７
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し

た
。 業

種
別
で
は
、
前
月
水
準
と
比

べ
て
、
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た

業
種
は
、
幅
の
大
き
い
順
に
、
建

設
業
▲
１
０
．
０(

同
▲
２
６
．

３)

、
サ
ー
ビ
ス
業
▲
７
．
１(

同

▲
９
．
０)

で
あ
る
。
プ
ラ
ス
か
ら

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
業
種
は
、
製

造
業
▲
１
４
．
２(

同
△
６
．
６)

で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し

た
業
種
は
、
卸
小
売
業
▲
４
５
．
８

(

同
▲
３
２
．
０)

で
あ
る
。 

 

【
建
設
業
】
か
ら
は
、「
財
布
の

紐
は
固
い
が
、
共
働
き
が
増
え
、
夫

婦
間
で
の
家
事
の
分
担
、
軽
減
等

を
理
由
に
プ
チ
贅
沢
品
へ
は
財
布

の
紐
が
緩
む
傾
向
が
あ
る
」（
一
般

土
木
建
築
工
事
業
）、「
改
元
に
よ

る
影
響
を
全
く
受
け
る
こ
と
な
く

売
上
増
加
。
世
の
中
の
シ
ス
テ
ム

関
係
者
の
方
々
に
感
謝
！
」（
畳
店

製
造
小
売
業
）、「
景
気
上
昇
の
実

感
は
あ
ま
り
無
い
が
期
待
感
あ

り
。
今
ま
で
の
状
況
か
ら
脱
出
で

き
そ
う
だ
」（
電
気
工
事
業
）、「
働

き
方
改
革
で
今
後
は
仕
事
量
、
賃

金
が
減
少
」（
職
別
工
事
業
）、「
大

型
連
休
、
休
日
の
作
業
禁
止
、
天
候

に
よ
り
稼
働
日
数
が
減
り
大
幅
な

売
上
減
。
材
料
等
の
仕
入
価
格
は

落
ち
着
い
た
も
の
の
、
前
年
よ
り

施
工
単
価
の
下
落
が
続
き
、
材
料

の
単
価
を
下
げ
る
よ
う
仕
入
先
に

交
渉
中
。
前
年
か
ら
不
況
感
が
あ

り
、
得
意
先
、
外
注
先
に
根
回
し
し

て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
業
況

の
悪
化
は
想
像
以
上
」（
職
別
工
事

業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。 

【
製
造
業
】
か
ら
は
、「
景
況
の

下
向
は
２
０
１
１
年
か
ら
続
い
て

い
る
。
こ
の
変
化
に
応
じ
た
策
は

ま
だ
見
え
な
い
。
働
き
方
改
革
は

生
き
方
改
革
な
の
か
考
え
る
」（
印

刷
業
）、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人

を
出
す
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
問
い
合

わ
せ
ば
か
り
」（
自
動
車
付
属
品
製

造
業
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
た
。 

【
卸
小
売
業
】
か
ら
は
、「
天
候

不
順
に
よ
り
品
揃
え
が
大
変
難
し

か
っ
た
。
春
、
夏
の
切
替
も
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
ず
微
減
が
続
い
て

い
る
」（
婦
人
・
子
供
服
小
売
業
）、

「
母
の
日
は
定
番
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
い
う
よ
り
「
コ
ト
」
に
移
る
傾
向

が
増
加
。
令
和
関
連
が
好
調
」（
各

種
商
品
小
売
業
）、「
母
の
日
は
昨

年
よ
り
売
上
減
」（
菓
子
・
パ
ン
小

売
業
）、「
４
、
５
月
の
長
期
で
見
る

と
不
変
だ
が
、
先
行
き
は
不
安
が

沢
山
あ
る
。
暖
冬
の
影
響
で
農
作

物
の
生
育
が
悪
く
、
作
量
に
不
安
」

（
食
料
・
飲
料
卸
売
業
）、「
新
規
店

舗
オ
ー
プ
ン
し
順
調
に
推
移
」（
各

種
商
品
小
売
業
）、「
母
の
日
は
良

か
っ
た
。
人
手
不
足
は
相
変
わ
ら

ず
」（
菓
子
・
パ
ン
小
売
業
）
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
か
ら
は
、「
生

活
防
衛
の
為
に
金
額
の
安
価
な
戸

建
て
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
取
引
は
活

況
。
ま
た
、
高
齢
者
の
資
産
売
却
の

引
き
合
い
が
増
加
。
法
人
の
倉
庫

等
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
な
っ
て

い
る
」（
不
動
産
管
理
業
）、「
新
し

い
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
分
か
ら
な

い
。
単
純
に
観
光
案
内
所
で
は
い

け
な
い
の
か
」（
不
動
産
賃
貸
業
）、

「
今
に
始
ま
っ
た
事
で
は
な
い

が
、
賃
貸
業
に
お
け
る
サ
ブ
リ
ー

ス
契
約
の
不
利
益
や
、
一
部
大
手

建
設
会
社
に
よ
る
建
物
の
手
抜

き
、
不
法
工
事
の
報
道
に
こ
の
業

界
の
モ
ラ
ル
の
低
さ
を
感
じ
る
」

（
不
動
産
賃
貸
・
管
理
業
）、「
人

手
不
足
は
慢
性
化
し
て
い
る
が
、

生
産
性
向
上
を
狙
う
と
誰
で
も
良

い
わ
け
で
は
な
く
難
し
い
」（
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
業
）、「
日
米
選
挙
期
間

に
入
る
年
、
大
き
く
沈
む
株
価
も

再
度
出
直
す
だ
ろ
う
。
第
４
次
産

業
革
命
の
波
動
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ

が
核
と
な
る
世
界
に
乗
り
遅
れ
る

こ
と
な
き
を
願
う
。
国
内
景
気
は

袋
小
路
に
入
っ
た
感
じ
。
少
子
高

齢
化
の
激
変
に
先
駆
す
る
経
営
感

覚
が
企
業
を
救
う
」（
投
資
顧
問
）

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。 

 

５
月
の
景
気
キ
ー
ワ
ー
ド 

◎
大
型
連
休
の
影
響 

「
長
期
休
暇
に
よ
り
稼
働
日
数

が
減
り
売
上
減
少
。
休
み
明
け
直

後
の
動
き
は
良
か
っ
た
が
、
中
旬

よ
り
急
な
暑
さ
も
あ
っ
て
停
滞
し

た
」（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製

造
業
）、「
Ｇ
Ｗ
の
人
の
流
れ
が
読

み
切
れ
ず
、
例
年
通
り
で
は
な
く

チ
ャ
ン
ス
ロ
ス
発
生
」（
各
種
商
品

小
売
業
）、「
Ｇ
Ｗ
明
け
の
落
ち
込

み
が
例
年
よ
り
増
」（
菓
子
・
パ
ン

小
売
業
）、「
Ｇ
Ｗ
期
間
中
、
思
う

よ
う
に
売
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、

Ｇ
Ｗ
明
け
て
か
ら
の
注
文
が
昨
年

よ
り
減
少
」
（
食
料
・
飲
料
卸
売

業
）、「
大
型
１
０
連
休
明
け
の
消

費
動
向
は
、
例
年
に
比
べ
著
し
く

鈍
化
。
大
型
連
休
で
の
支
出
が
影

響
し
た
も
の
と
考
え
る
。
集
客
の

伸
び
は
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、

松
戸
伊
勢
丹
閉
店
か
ら
１
年
が
経
過

し
売
上
は
わ
ず
か
に
前
年
割
れ
」（
百

貨
店
）、「
Ｇ
Ｗ
中
の
売
上
は
予
想
よ
り

良
か
っ
た
が
、
連
休
後
の
売
上
が
減

少
」（
日
本
料
理
）、「
連
休
が
１
０
日
間

あ
っ
た
為
に
来
客
数
は
減
少
」（
不
動

産
管
理
業
）
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

◎
消
費
増
税 

「
消
費
税
増
税
前
に
し
て
は
静
か

す
ぎ
。
後
が
心
配
」（
職
別
工
事
業
）、

「
消
費
増
税
に
関
連
し
た
消
費
動
向

は
現
時
点
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
今
後
９
月
ま
で
は
増
税
前
の
消
費

動
向
を
見
越
し
た
仕
掛
け
に
よ
り
売

上
高
増
加
見
込
み
」（
百
貨
店
）、「
消
費

税
増
税
に
対
す
る
身
構
え
は
投
資
よ

り
蓄
財
に
走
る
傾
向
」（
投
資
顧
問
）、

「
消
費
税
が
上
が
る
前
に
設
備
投
資

し
た
い
の
だ
が
、
大
き
な
買
い
物
は
避

け
た
い
気
分
だ
」（
印
刷
業
）
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

 全
国
の
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調

査(CCI-LOBO)

と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
、「
柏
の
景
気
」
が

▲
２
２
．
２
に
対
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｉ
‐
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
」
が
▲
１
７
．
１
で
柏
の
方
が
マ

イ
ナ
ス
幅
が
５
．
１
ポ
イ
ン
ト
大
き

い
。
業
種
別
で
は
、「
柏
の
景
気
」
の
方

が
良
い
業
種
は
、
製
造
業
で
あ
る
。「
柏

の
景
気
」
の
方
が
悪
い
業
種
は
、
建
設

業
、
卸
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、

卸
小
売
業
は
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
悪

い
。 

 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

１２月 ▲12.8 ▲21.0 ± 0.0 ▲30.0 △ 6.2 

１月 ▲19.7 ▲23.5 ▲20.0 ▲26.9 ± 0.0 

２月 ▲24.3 ▲33.3 ± 0.0 ▲33.3 ▲23.0 

３月 ▲17.8 ▲14.2 ▲12.5 ▲30.4 ▲ 7.6 

４月 ▲18.5 ▲26.3 △ 6.6 ▲32.0 ▲ 9.0 

５月 ▲22.2 ▲10.0 ▲14.2 ▲45.8 ▲ 7.1 

見通し ▲ 6.9 △ 5.0 ± 0.0 ▲20.8 ▲ 7.1 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 


